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リハビリテーションを実践する臨床現場では、ご本人やご家族から「家でも
何かしたのですが、何をしたらいいのかわかりません」とか、「宿題を出して
いただけると助かるのですが」と言ったお話を聞くことがあります。また、リ
ハビリテーションを受けられる病院が近くになく、通院時の時間的、身体的、
金銭的負担に関する訴えを耳にすることもあります。そのようなご本人やご
家族のニーズにこたえるために、「どこでも認知リハ
（http://reha.heteml.net/）」を開設しました。このホームページでは、高
次脳機能障害や認知症に関する情報提供として障害の特徴をわかりやすく
示した4コマ漫画を掲載したり、自宅でもパソコン上でできるリハビリテー
ションツールを公開しています。
高次脳機能障害とは、脳血管障害や交通事故などによる脳の後天的な損
傷により、様々な認知活動（記憶する、読む、書く、話す、注意するなど）に問
題が生じ、その結果日常生活や社会生活に困難が生じている状態を指しま
す。そして、その改善を目指すのが認知リハビリテーションです。
近年では、スマートフォンでも利用可能なリハビリテーション用アプリや生
活支援アプリの開発に力を入れるとともに、「やる気を起こす」新しい認知リ
ハビリテーションの在り方や認知症を対象とした支援を目指しています。い
ずれのコンテンツもこれまでの心理学の研究の知見を取り入れたものです。

研究概要

病院現場等で必要とされているリハビリテーション課題や生活支援ツールに関する情報を提供し
ます。課題をICT化することで、患者様は病院以外で取り組むことが可能になったり、介助者の手
を借りずに自律的な生活ができることを目指すことができるようになります。
ICTを活用したリハビリテーション支援は、患者様のみならず、ご家族や病院のリハビリスタッフ
の負担軽減にもつながります。
リハビリテーションのみならず、心理的なストレスの可視化や軽減のためのツールの開発も目指
しています。

産学連携の可能性（アピールポイント）

認知リハビリテーションとは異なりますが、これまで安全にかかわる我々の「注意力」や「ヒューマ
ンエラー」ということに関して、認知心理学をベースにした講演や講習会を行ってきました。最近で
は、メールの誤送信など情報漏洩防止に向けた取り組みについて、心理学的な知見からの研修と
グループワークを行っています。このほか、リハビリテーション課題の開発についても、IT関連の会
社と連携しながら開発を進めています。

外部との連携実績等
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